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Laboratory of Psychological Sciences

心理科学研究所
ポジティブ心理学を活用したウェルビーイングの増進
心理科学研究所では、ポジティブ心理学を基盤として、ウェルビーイング（幸福感）の
増進に取り組んできました。生徒、学生、教職員が生き生きと相互に学習を進めるこ
とができる教育、従業員や経営者がやりがいをもって充実して仕事に取り組める企
業・組織、住民や行政関係者が協働して気持ちよく安心して暮らせる地域、自分の人
生を自分らしく満足して生きていく個人、このような、教育、企業・組織、地域、個人を
ポジティブ心理学の知見を活用して支えていく活動を行っています。
多くの場合は、実践活動を伴う研究です。すなわち、各種心理学的なワークショップ
や、研修を実施しながら、参加者のウェルビーイングの増進を図りながら、研究を行っ
てきています。PERMAモデルにもとづく心理検査を開発し、これらを活用しながら、
実証的に効果を検証しています。

▲心理科学研究所のエントランス。リラックスした雰囲気の中、研究が行われている。
RESEARCH THEME : 研究テーマ

ポジティブな教育を目指して
・教育プログラムの中で学習者のウェルビーイングを効果的に高め、多様性を認めつつ、学習者とともに教育者も満足でき、発展的に

上昇のスパイラルを目指していく教育を、さまざまな機会でどのように展開するかを、関係者とともに進めています。
ポジティブな組織・企業を目指して
・仕事に達成感があったり、夢中になったりすれば、従業員の幸福感に大きく貢献しま

す。企業の生産性も上がるでしょう。経営者のウェルビーイングを高め、意欲ややり
がいを持って前向きに仕事に取り組める組織づくりを行っています。

ポジティブな地域を目指して
・住民が近隣地域の人々に関わりをもち、そのことが地域全体（コミュニティ）のウェル

ビーイングを高める支援を行っています。住民、行政、本研究所との協働で行っている
野々市市民カウンセラー講座はすでに第13期まで継続しています（2022年6月現在）。

ポジティブな人生を目指して
・ひとりひとりが自分の人生を満足して過ごしていく、そのような人生を送るためのお手

伝いを、ポジティブ心理学や臨床心理学の知見や技法を提供することで行っています。

扇が丘キャンパス

研究キーワード
・ポジティブ心理学
・ポジティブ臨床心理学
・ポジティブインターベンション
（エクササイズ）

・ポジティブな地域支援・援助
・ウェルビーイング
・臨床心理アセスメント
・ポジティブ認知行動療法
・障がい児・者へ包括的な支援
・ポジティブな組織づくり
・ポジティブな研究室づくり
・個人の生きがい
・ポジティブな経営

ほか

マイナスからゼロ（原点）へ，ゼロからさらに発展へ

• 様々な不調，問題，混乱マイナス

• 現状維持，良くも悪くもないゼロ（原点）

• 個人・組織・地域の持続的発展へプラス

所長　町田 雅之
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/gbl/

Genome Biotechnology Laboratory

ゲノム生物工学研究所
ゲノム情報を使いこなしてより生活しやすい社会を目指します
膨大に蓄積されたゲノム塩基配列などの様々な生物情報と実験結果のシームレスな
情報解析により、生物研究の飛躍的な加速と新分野への挑戦を目指しています。こ
れまでに、麹菌、納豆菌、環境中微生物による有用物質の生産、有害物質の除去、新
しい微生物利用生産システムの構築、生分解性プラスチック分解機構の解明とその
制御、新素材・タンパク質の創生などの微生物応用分野で様々な成果をあげてきまし
た。また、環境と微生物の相互作用、複合材料・機能性材料の開発、ナノメートル測定
などの研究を行っています。これらの結果の利用に関する研究も進めており、麹菌が
生産するαEGによる皮膚の保湿や質量分析を用いたカシミヤの鑑別などの研究では
実用化も行われています。
これらの研究は、科学研究費補助金、文部科学省、経済産業省からの委託費などの
政府系資金、企業からの委託費など外部資金を獲得することにより進められていま
す。また、企業との様々な共同研究を積極的に進めています。

▲世界で唯一の有機溶媒系バイオリアクターで医薬品原料を高濃度かつ低コストで生産
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ゲノム情報の解析と
生物実験の加速化
・可視化などによる生物情報の解

析
・生物情報の活用による生物実

験の加速化
・高速スクリーニングと生物情報

の獲得

有用物質生産・
バイオマスの高付加価値化
・有機溶媒系バイオリアクターの

構築と有用物質生産
・バイオマス食品廃棄物の高付加

価値化
・酵素の生産と高機能化
・生分解性高分子の応用

新規技術分野への展開
・環境を模した循環型生産
・有機系複合材料の開発とその

利用
・アトムプローブによる新規情報

の獲得

研究キーワード
・ 酵素・機能改変
・ 微生物
・ バイオコンバージョン
・ 機能性素材
・ 抗生物質
・ 情報解析
・ バイオフィルム
・ 化粧品
・ 納豆菌
・ 里山・環境
・ 遺伝子工学
・ 糸状菌・麹菌

ほか

やつかほリサーチキャンパス
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